
確かな学力向上推進プラン 
令和元年２月２８日現在 

江戸川区立小岩小学校 

 

学力向上に向けた目標値  

成果指標：段階的統一的な指導による、学力調査の正答率の定着度 

教科 
平成 30年度 

結果 

平成 31年度 

目標値 

平成 31年度 

結果 

平成 32年度 

目標値 

平成 32年度 

結果 

平成 33年度 

目標値 

平成 33年度 

結果 

平成 34年度 

目標値 

平成 34年度 

結果 

国語 ２０問 ２５％ 問 ３４％ １８問 ４３％ 問 39.2％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 

社会 ２２問 ３４％ 問 ４８％ １４問 ４７％ 問 40.6％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 

算数 ３１問 ９％ 問 １５％ ２４問 ６％ 問 9.6％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 

理科 ２０問 ４５％ 問 ５４％ １９問 ２４％ 問 ３５％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 問 ％ 
 

学力向上に向けた取組 

論点 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 成果指標及び数値目標 

論点１ 

基礎的・ 

基本的事項

の定着 

・文字（平仮名、片仮名、数

字）の読み書き、促音などの

表記、句読点の使い方を理解

し、文の中で使えるよう習熟

する。 

・漢字１０問テストの継続的実

施 

・TBD（算数：前学年の内容）

を年２回実施 

◎上記の実施前、実施後の指導

の充実。◎補習教室の実施 

・漢字１０問テストの継続的実

施 

・TBD（算数：前学年の内容）

を年２回実施 

◎上記の実施前、実施後の指導

の充実。◎補習教室の実施 

・漢字１０問テストの継続的

実施 

・TBD（算数：前学年の内

容）を年２回実施 

◎上記の実施前、実施後の指

導の充実。◎補習教室の実施 

・漢字１０問テストの継続的

実施 

・TBD（算数：前学年の内

容）を年２回実施 

◎上記の実施前、実施後の指

導の充実。◎補習教室の実施 

・漢字１０問テストの継続的

実施 

・TBD（算数：前学年の内

容）を年２回実施 

◎上記の実施前、実施後の指

導の充実。◎補習教室の実施 

・TBD２回目、正答率目標 

低（８０）％以上向上 

中（７５）％以上向上 

高（７５）％以上向上 

論点２ 

学習規律の

徹底 

・休み時間との区切りを明確

にし、児童の意識が授業に向

かうように挨拶をする。 

・名前を呼ばれたら「はい」

と返事をする。 

・話している人の方を向いて

聞けるようにする。 

・休み時間との区切りを明確に

し、姿勢をよくして挨拶をす

る。 

・挙手をして指名を待ち、しっ

かり返事をする。 

・話している人の方を向いて聞

けるようにする。 

・学年、学級が変わってもスム

ーズに発言できるようにする。 

・しっかり返事をし、起立した

ら椅子をしまう。 

・相手の方に顔と体を向け相手

の目を見て聞けるようにする。 

・集団が変わってもスムーズ

に発言できるようにする。 

・「です」「ます」など丁寧な

言葉遣いで話す。 

・相手の方に顔と体を向け相

手の目を見て聞けるようにす

る。 

・学年、学級が変わっても自

分の考えをもち説明できるよ

うにする。 

・正しい言葉遣いで話す。 

・最後まで黙って話を聞いた

後、意見や質問を行えるよう

にする。 

・集団が変わっても、自分の

考えをもち説明できるように

する。 

・正しい言葉遣いで話す。 

・最後まで黙って話を聞いた

後、意見や質問を行えるよう

にする。 

・「はい・立つ・です」「目と耳と

心で聞く」ができているか。 

・休み時間に次の授業の用意がで

きているか。 

◎教員による把握：一週間記

録し比較する等、継続して実

態を把握・指導していく。 

（７５）％以上 

論点３ 

生活習慣の

確立 

・早寝、早起き、朝ごはんを

習慣にし、一日をスムーズに

スタートできるようにする。 

・休み時間に学習がスムーズ

に始められるよう、手洗い、

水飲みをすませ準備をする。 

 

・早寝、早起き、朝ごはんを習

慣化し、一日をスムーズにスタ

ートできるようにする。 

・休み時間に学習がスムーズに

始められるよう、手洗い、水飲

みをすませ準備をする。 

 

・早寝、早起き、朝ごはんを習

慣化する。 

・学習に必要な物を準備できる

ようにする。 

・専科の授業ではチャイムまで

に着くようにする。 

 

・早寝、早起き、朝ごはんを

定着させる。 

・学習に必要なものを準備で

きるようにする。 

・専科の授業ではチャイムま

でに着くようにする。 

 

・生活リズムに気を付けて生

活する。（早寝・早起き） 

・学習に必要なものの準備、

朝読書用の本の事前準備がで

きるようにする。 

・教室の移動は静かに並んで

行う。 

・生活リズムに気を付けて生

活する。（早寝・早起き） 

・学習に必要なものの準備、

朝読書用の本の事前準備がで

きるようにする。 

・教室の移動は静かに並んで

行う。 

◎生活リズム調査（起床時

刻、就寝時刻、朝食の有無。

ゲームやテレビの時間等）

や、道徳公開講座により、推

奨スタイルを家庭と共有して

いく。 （７５）％以上 

論点４ 

家庭学習の 

指導の充実 

・平仮名や片仮名のブリント

や学習ノートを毎日する。 

・年度の途中で、音読や計算

ドリルも行う。 

・漢字練習帳や漢字ドリル（２

文字）を毎日する。 

・音読を毎日する。 

・算数ドリルかプリントを毎日

する。 

・漢字ドリル（２～３文字）漢

字ドリルノートを毎日する 

・音読を毎日する。 

・計算ドリル・ドリル１ページ

分を毎日する。 

・漢字ドリル（３文字）漢字

ドリルノートを毎日する。 

・音読を毎日する。 

・計算ドリル・ドリル１ペー

ジ分を毎日する。 

・漢字ドリル（４文字）漢字

ドリルノートを毎日する。 

・音読を毎日する。 

・計算ドリル・ドリル１ペー

ジ分を毎日する。 

・漢字ドリル（４文字）漢字

ドリルノートを毎日する。 

・音読を毎日する。 

・計算ドリル・ドリル１ペー

ジ分を毎日する。 

・家で学校の宿題をしていま

すか。（全国学力調査） 

◎道徳公開講座による、推奨

スタイルの家庭との共有。 

（７５）％以上 



 

 

 

論点５ 

言語に関す

る指導の充

実 

・各教科「学び合い」の学習

活動を設定 

・朝の会などでのスピーチの

実施 

・学校図書館を利用し、分か

ったことを知らせ合う活動の

設定 

・各教科「学び合い」の学習活動

を設定 

・朝の会などでのスピーチの実

施 

・学校図書館を利用し、分かった

ことを知らせ合う活動の設定 

・各教科「学び合い」の学習活動

を設定 

・朝の会などでのスピーチの実

施 

・学校図書館などを利用し、分か

ったことなどをまとめて説明し

合う活動の実施。 

・各教科「学び合い」の学習活

動を設定 

・朝の会などでのスピーチの実

施 

・学校図書館などを利用し、分

かったことなどをまとめて説

明し合う活動の実施。 

・各教科「学び合い」の学習活

動を設定 

・学校図書館などを利用し、複

数の本や新聞などを活用して、

調べたり考えたりしたことを

報告し合う活動の実施。 

・各教科「学び合い」の学習活

動を設定 

・学校図書館などを利用し、複

数の本や新聞などを活用して、

調べたり考えたりしたことを

報告し合う活動の実施。 

・校内研究と関連させて検証。 

・友達の前で自分の考えや意見

を発表することは得意ですか。

（全国学力調査） 

 

肯定的な回答（７０）％以上 

論点６ 

教員の学習

指導力向上 

・コアプランに基づく各教科の

指導の重点の改善。 

・校内研究の実践・検証。 

 

・コアプランに基づく各教科の

指導の重点の改善 

・校内研究の実践・検証。 

・コアプランに基づく各教科の

指導の重点の改善 

・校内研究の実践・検証。 

・コアプランに基づく各教科の

指導の重点の改善 

・校内研究の実践・検証。 

・コアプランに基づく各教科の

指導の重点の改善 

・校内研究の実践・検証。 

・コアプランに基づく各教科の

指導の重点の改善 

・校内研究の実践・検証。 

・全国学力調査等の結果 

  国語・算数 活用 B 

全国比、同率 

 



教科 
各教科の授業改善に向けた指導の重点 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

国語 

・順序立てて考える力や感じたり想

像したりする力を養い、日常生活に

おける人との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えをもつ

ことができるようにする。 

・順序立てて考える力や感じたり想像

したりする力を養い、日常生活におけ

る人との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えをもつことがで

きるようにする。 

・筋道立てて考える力や、豊かに感じ

たり想像したりする力を養い、日常生

活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えをまと

めることができるようにする。 

・筋道立てて考える力や、豊かに感

じたり想像したりする力を養い、日

常生活における人との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考

えをまとめることができるようにす

る。 

・筋道立てて考える力や、豊かに感じ

たり想像したりする力を養い、日常生

活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを広げ

ることができるようにする。 

・筋道立てて考える力や、豊かに感じ

たり想像したりする力を養い、日常生

活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを広げ

ることができるようにする。 

社会 

  ・社会的事象の特色や相互の関連、意

味を考える力、社会に見られる課題を

把握して、その解決に向けて社会への

関わり方を選択・判断する力、考えた

ことや選択・判断したことを表現する

力を養う。 

・社会的事象の特色や相互の関連、

意味を考える力、社会に見られる課

題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する

力、考えたことや選択・判断したこ

とを表現する力を養う。 

・社会的事象の特色や相互の関連、意

味を多角的に考える力、社会に見られ

る課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断する

力、考えたことや選択・判断したこと

を説明したり、それらを基に議論した

りする力を養う。         

・社会的事象の特色や相互の関連、意

味を多角的に考える力、社会に見られ

る課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断する

力、考えたことや選択・判断したこと

を説明したり、それらを基に議論した

りする力を養う。         

算数 

・ものの数に着目し、具体物や図な

どを用いて数の数え方や計算の仕方

を考える力、ものの形に着目して特

徴を捉えたり、具体的な操作を通し

て形の構成について考えたりする

力、身の回りにあるものの特徴を量

に着目して捉え、量の大きさの比べ

方を考える力、データの個数に着目

して身の回りの事象の特徴を捉える

力などを養う。 

・数とその表現や数量の関係に着目

し、必要に応じて具体物や図などを用

いて数の表し方や計算の仕方などを考

察する力、平面図形の特徴を図形を構

成する要素に着目して捉えたり、身の

回りの事象を図形の性質から考察した

りする力、身の回りにあるものの特徴

を量に着目して捉え、量の単位を用い

て的確に表現する力、身の回りの事象

をデータの特徴に着目して捉え、簡潔

に表現したり考察したりする力などを

養う。 

・数とその表現や数量の関係に着目

し、必要に応じて具体物や図などを用

いて数の表し方や計算の仕方などを考

察する力、平面図形の特徴を図形を構

成する要素に着目して捉えたり、身の

回りの事象を図形の性質から考察した

りする力、身の回りにあるものの特徴

を量に着目して捉え、量の単位を用い

て的確に表現する力、身の回りの事象

をデータの特徴に着目して捉え、簡潔

に表現したり適切に判断したりする力

などを養う。 

数とその表現や数量の関係に着目

し、目的に合った表現方法を用いて

計算の仕方などを考察する力、図形

を構成する要素及びそれらの位置関

係に着目し、図形の性質や図形の計

量について考察する力、伴って変わ

る二つの数量やその関係に着目し、

変化や対応の特徴を見いだして、二

つの数量の関係を表や式を用いて考

察する力、目的に応じてデータを収

集し、データの特徴や傾向に着目し

て表やグラフに的確に表現し、それ

らを用いて問題解決したり、解決の

過程や結果を多面的に捉え考察した

りする力などを養う。 

 

数とその表現や計算の意味に着目し、

目的に合った表現方法を用いて数の性

質や計算の仕方などを考察する力、図

形を構成する要素や図形間の関係など

に着目し、図形の性質や図形の計量に

ついて考察する力、伴って変わる二つ

の数量やそれらの関係に着目し、変化

や対応の特徴を見いだして、二つの数

量の関係を表や式を用いて考察する

力、目的に応じてデータを収集し、デ

ータの特徴や傾向に着目して表やグラ

フに的確に表現し、それらを用いて問

題解決したり、解決の過程や結果を多

面的に捉え考察したりする力などを養

う。 

 

数とその表現や計算の意味に着目し、

発展的に考察して問題を見いだすとと

もに、目的に応じて多様な表現方法を

用いながら数の表し方や計算の仕方な

どを考察する力、図形を構成する要素

や図形間の関係などに着目し、図形の

性質や図形の計量について考察する

力、伴って変わる二つの数量やそれら

の関係に着目し、変化や対応の特徴を

見いだして、二つの数量の関係を表や

式、グラフを用いて考察する力、身の

回りの事象から設定した問題につい

て、適切な手法を選択して分析を行

い、それらを用いて問題解決したり、

解決の過程や結果を批判的に考察した

りする力などを養う。 

理科 

  ⑴物質・エネルギー 

物の性質、風とゴムの力の働き、光と

音の性質、磁石の性質及び電気の回路

について追究する中で、主に差異点や

共通点を基に、問題を見いだす力を養

う。 

⑵生命・地球 

身の回りの生き物、太陽と地面の様子

について追究する中で、主に主に差異

点や共通点を基に、問題を見いだす力

を養う。 

 

⑴物質・エネルギー 

空気、水及び金属の性質、電流の働

きについて追究する中で、主に既習

の内容や生活経験を基に、根拠のあ

る予想や仮設を発想する力を養う。 

⑵生命・地球 

人の体のつくりと運動、動物の活動

や植物の成長と環境との関わり、雨

水の行方と地面の様子、気象現象、

月や星について追究する中で、主に

既習の内容や生活経験を基に、根拠

のある予想や仮設を発想する力を養

⑴物質・エネルギー 

物の溶け方、振り子の運動、電流がつ

くる磁力について追究する中で、主に

予想や仮設を基に、解決方法を発想す

る力を養う。 

⑵生命・地球 

生命の連続性、流れる水の働き、気象

現象の規則性について追究する中で、

主に予想や仮設を基に、解決方法を発

想する力を養う。 

 

⑴物質・エネルギー 

燃焼の仕組み、水溶液の性質、てこの

規則性及び電気の性質や働きについて

追究する中で、主にそれらの仕組みや

性質、規則性及び働きについて、より

妥当な考えをつくりだす力を養う。 

⑵生命・地球 

生命の体のつくりと働き、生物と環境

との関わり、土地のつくりと変化、月

の形と見え方と太陽との位置関係につ

いて追究する中で、主にそれらの働き

や関わり、変化及び関係について、よ



 

 

う。 

 

り妥当な考えをつくりだす力を養う。 

生活 

身近な人々、社会及び自然と触れ合

ったり関わり合ったりすることを通

して、それらを工夫したり楽しんだ

りすることができ、活動のよさや大

切さに気付き、自分たちの遊びや生

活をよりよくするようにする。 

身近な人々、社会及び自然と触れ合っ

たり関わり合ったりすることを通し

て、それらを工夫したり楽しんだりす

ることができ、活動のよさや大切さに

気付き、自分たちの遊びや生活をより

よくするようにする。 

    

音楽 

音楽表現を考えて表現に対する思い

をもつことや、曲や演奏の楽しさを

見いだしながら音楽を味わって聴く

ことができるようにする。 

音楽表現を考えて表現に対する思いを

もつことや、曲や演奏の楽しさを見いだ

しながら音楽を味わって聴くことがで

きるようにする。 

音楽表現を考えて表現に対する思いや

意図をもつことや、曲や演奏のよさな

どを見いだしながら音楽を味わって聴

くことができるようにする。 

音楽表現を考えて表現に対する思い

や意図をもつことや、曲や演奏のよさ

などを見いだしながら音楽を味わっ

て聴くことができるようにする。 

音楽表現を考えて表現に対する思いや

意図をもつことや、曲や演奏のよさな

どを見いだしながら音楽を味わって聴

くことができるようにする。 

音楽表現を考えて表現に対する思いや

意図をもつことや、曲や演奏のよさな

どを見いだしながら音楽を味わって聴

くことができるようにする。 

図画 

工作 

造形的な面白さや楽しさ、表したい

こと、表し方などについて考え、た

のしく発想や構想をしたり、身の回

りの作品などから自分の見方や感じ

方を広げたりすることができるよう

にする。 

造形的な面白さや楽しさ、表したいこ

と、表し方などについて考え、たのしく

発想や構想をしたり、身の回りの作品な

どから自分の見方や感じ方を広げたり

することができるようにする。 

造形的なよさや面白さ、表したいこと、

表し方などについて考え、豊かに発想

や構想をしたり、身近にある作品など

から自分の見方や感じ方を広げたりす

ることができるようにする。 

造形的なよさや面白さ、表したいこ

と、表し方などについて考え、豊かに

発想や構想をしたり、身近にある作品

などから自分の見方や感じ方を広げ

たりすることができるようにする。 

造形的なよさや美しさ、表したいこと、

表し方などについて考え、創造的に発

想や構想をしたり、親しみのある作品

などから自分の見方や感じ方を深めた

りすることができるようにする。 

造形的なよさや美しさ、表したいこと、

表し方などについて考え、創造的に発

想や構想をしたり、親しみのある作品

などから自分の見方や感じ方を深めた

りすることができるようにする。 

家庭 

    日常生活の中から問題を見いだして課

題を設定し、様々な解決方法を考え、

実践を評価・改善し、考えたことを表

現するなど、課題を解決する力を養

う。 

日常生活の中から問題を見いだして課

題を設定し、様々な解決方法を考え、実

践を評価・改善し、考えたことを表現す

るなど、課題を解決する力を養う。 

体育 

各種の運動遊びの行い方を工夫する

とともに、考えたことを他者に伝え

る力を養う。 

各種の運動遊びの行い方を工夫すると

ともに、考えたことを他者に伝える力を

養う。 

自己の運動や身近な生活における健康

の課題を見付け、その解決のための方

法や活動を工夫するとともに、考えた

ことを他者に伝える力を養う。 

自己の運動や身近な生活における健

康の課題を見付け、その解決のための

方法や活動を工夫するとともに、考え

たことを他者に伝える力を養う。 

自己やグループの運動の課題や身近な

健康に関わる課題を見付け、その解決

のための方法や活動を工夫するととも

に、事故や仲間の考えたことを他者に

伝える力を養う。 

自己やグループの運動の課題や身近な

健康に関わる課題を見付け、その解決

のための方法や活動を工夫するととも

に、事故や仲間の考えたことを他者に

伝える力を養う。 


